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全難聴便り 

全難聴便り 
  
 

 

 能登半島地震被災者支援に関して内閣府・総務省へ要望書を提出 

３月７日（木）、能登半島地震で被災した難聴者支援の一環として、全要研と連名で内

閣府、総務省、厚労省へ要望書を提出しました。 

総務省へは、緊急速報や避難情報を発信時に字幕等による情報保障の実施、また避難所

におけるテレビの字幕表示について、要望をしました。 

内閣府へは、被災地の難聴者・中途失聴者が聞こえにくいことにより周囲から誤解を受

けたり必要な協力が受けられなくなるようなことがないよう各種の啓発を行ってもらえる

よう要望しました。 

いずれの官庁も前向きに受け止めていただいております。 

なお、厚労省へは先方の事情により郵送で提出しておりますが、新年度に入ってからあ

らためて訪問し、直接、要望をお伝えさせていただく予定です。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真右から、全要研 長尾理事と全難聴 宿谷理事長  於：総務省 
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 日本障害フォーラム（ＪＤＦ） 第３９回代表者会議 

２月２９日（木）１０：００～１２：００に標記の会議が開催され、全難聴からは宿谷

理事長が出席しました。 

主な議題は次の３項目でした。１．「オブザーバー会員の入会申込について」、新規に加

入希望の団体があり、入会の可否について審議されました。 

２．「能登半島地震への対応について」、企業からの寄付金の状況と、今後、JDF が障

害者支援を進めるために、現地拠点となる支援センターの設置について進捗報告がありま

した。３．「今年度事業の進捗と、来年度事業に関すること」は次のとおりです。 

①国連・障害者の権利条約の推進に関する活動 、②国内の障害者施策の推進に関する

活動 、③障害者の差別禁止と権利に係る国内法制度の推進に関する活動 、④「アジア太

平洋障害者の十年」の推進及び「アジア太平洋障害フォーラム（APDF）」等に関する活

動 、⑤JDF 全国フォーラムの開催に関する活動、⑥イエローリボンの普及等啓発に関す

る活動、⑦被災障害者の支援に関する活動。４．「その他」では、デフリンピックの進捗

状況について（全日本ろうあ連盟）、「視覚障害者ガイドヘルパーの日（１２月３日）」が

制定されたことについて（日視連）が報告されました。 

 

 全国手話研修センター２０２３年度第２回評議員会 

２月２４日（土）１３：００～１６：００、全国手話研修センターをメイン会場に

Zoom によるハイブリッド形式で開催され、全難聴からは橋本理事が出席しました。 

主な議題は、２０２３年度補正予算案、２０２４年度事業計画案、２０２４年度予算案

で、審議の結果、いずれも承認されました。 

特記事項として、２０２３年度 手話通訳者全国統一試験の受験者は８,０５３人で、合

格率は１５％とのことでした。また、「さがの映像祭」事業は、今後、隔年開催されると

のことです。 
 

 ニーズ・シーズマッチング強化事業第２回交流会企画委員会 

３月４日（月）１４：００～１５：３０まで、オンラインにて標記の委員会が開催さ

れ、全難聴からは小川理事と本山理事が出席しました。 

ニーズ・シーズマッチングは、厚労省の委託事業でテクノエイド協会が開催していま

す。障害者、高齢者向けに自立支援機器の開発促進を目的としたもので、全難聴も毎年、

ブース出展をして協力しています。主な内容は、今年度に開催した大阪会場、東京会場の

成果報告や委員での意見交換がありました。 

会場では、参加者・来場者向けに手話通訳、要約筆記の情報保障が用意されており、利

用者も年々増えているとのことです。 

対面で開催することの重要性を確認し、SNS 等を活用した PR 方法や、開催日程に土

曜、日曜を加えるなどの提案が出されていました。 
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 NTT ソノリティ ＡＵＲＡＣＡＳＴ普及に向けたヒアリング 

3 月 8 日（金）19:00～20:15、オンラインにて標記のヒアリングがあり、全難聴か

らは、瀬谷副理事長、本山理事、小倉事務局長が参加しました。 

 ＮＴＴソノリティは、２０２１年９月に設立した若い会社ですが、ＮＴＴのハードウェ

ア開発を担っており、オープンイヤーイヤフォンやインテリジェントマイクの開発実績が

あります。今回、ヒアリングのお話をいただいた中野氏は、リオン補聴器で補聴器の開発

に携わった経験があり、ＮＴＴのネットワークと自身の知見を活かした新しい製品を作り

たいとのことでした。 

 Ａｕｒａｃａｓｔ（オーラキャスト）は、公共の場で使用されるブロードキャストシス

テムで、Bluetooth の新しい機能です。将来的には、ヒアリングループに代わる新しい

集団補聴システムとして活用される可能性があります。 

 NTT ソノリティも、それを見越して聴覚障害者のニーズをリサーチしたいとのことで

した。これからも継続して情報交換をすることになり、今後の開発が期待されています。 
 

 調査結果のフィードバックを兼ねた、総務省の調査研究に関わるヒア

リング 

3 月 11 日（月）13:00～14:30、都内にて標記のヒアリングが実施され、全難聴か

らは小川理事が出席しました。 

総務省の委託事業で野村総研が事務局となり、行われている調査研究です。全難聴も２

年ほど前から協力しています。主な内容は、聴覚障害者がＩＣＴ機器等を利用する際の情

報アクセシビリティに関することで、平時と災害・緊急時で情報アクセシビリティにどの

ような違いがあるかなどが調査されています。 

利活用推進ガイドの中で、災害・緊急時における障害のある方々のニーズについては、

宮城教育大学の松崎丈教授からもアドバイスをいただいています。 

 

 パラブラ社 文化庁委託事業「令和 5 年度障害者等による文化芸術活

動推進事業」報告 

３月２２日（金）、都内にて標記のヒアリングがあり、全難聴から小川理事が出席しま

した。 

主な内容は、文化庁委託事業である「令和 5 年度障害者等による文化芸術活動推進事

業」に関する事業報告と、来年度の事業へのヒアリングです。 

具体的な事業内容としては、バリアフリー鑑賞・観劇サポート相談窓口の運用や、字

幕・音声ガイド付きのモデル公演が実施されています。 

全難聴からは、聴覚障害者の映画鑑賞・観劇・音楽鑑賞のニーズが以前よりも多く聞か

れるようになってきたこと、観劇情報等を全難聴から加盟協会に案内可能なこと、ヒアリ

ングループの設置状況（マップ）、貸し出し先などをご紹介しました。 
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 障害者等の避難誘導に係る意見交換会 

3 月 15 日（金）15:00～17:00、国土交通省主催で標記の意見交換会が開催され、

全難聴からは神矢理事が出席しました。 

全難聴からは、聴覚障害者の避難誘導の際に、見た目で障害が分かりにくい聴覚障害者

の存在をしっかりと理解してもらえるように働きかけて欲しいことと、夜間の停電時にも

正確な情報が伝わるように情報の伝達方法に留意してほしいとの意見をお伝えしました。 

 

 情報コミュニケーション 4 団体連絡会 

３月５日（火）、標記の連絡会がハイブリッドで開催され、全難聴からは、宿谷理事長

が出席しました。 

参加団体は、日本視覚障害者団体連合、全日本ろうあ連盟、全国盲ろう者協会、全難聴

の４団体です。 

各団体から情報共有がされたあと、障害者政策委員会の開催状況について協議しまし

た。具体的には、我々、障害者団体が切望している障害者基本法の改正に関する議論に進

展がないことに対して、４団体で要望書を提出することになりました。 

要望内容では、「施設及びサービス等の利用の容易さ（アクセシビリティ）」、「表現及び

意見の自由並びに情報の利用の機会」、「司法手続の利用の機会」、「政治的及び公的活動へ

の参加」などについて触れる予定です。次回は４月１２日に開催予定です。 

 

 中央障害者社会参加推進協議会 

３月１４日（木）、オンラインにて標題の協議会が開催され、全難聴からは宿谷理事長

が出席しました。 

「令和５年度の中央障害者社会参加推進センター活動状況報告並びに決算見込」、「令和

６年度の事業計画案並びに予算案」についてが審議され、すべて承認されました。 

主な事業報告としては、障害者１１０番事業研修会や、障害者相談員強化事業として全

国の６つのブロックで研修会が開催されたことが報告されました。 

 

 ＪＤＦ政策委員会 

３月１２日（火）13：３０～16：30 まで、ハイブリッドで開催され、全難聴から

は、オンラインで瀬谷副理事長が、南国際部長代理が対面で出席しました。 

主な議題は、国連・障害者権利委員会関係の動き（障害者権利委員に立候補されている

田門浩氏のバックアップの具体策について）、地域フォーラムの開催について、JDF 講演

会ラースロー・ロヴァーシ氏による「欧州アクセシビリティ法が拓く未来」の報告、障害

者基本法の改正について（各団体で検討を進めており、状況を共有しています）などでし

た。 

次回は４月９日に開催を予定しています。 
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  理事・専門部の動き（３/1～３/３１） ※専門部は対外的活動のみ掲載 

３月２～３日 日本リハビリテーション連携科学学会 第２５回大会 ONLINE（新谷） 

３月４日 ニーズ・シーズマッチング強化事業 第２回 交流会企画委員会 ONLINE（小川、本山） 

３月５日 日本障害者リハビリテーション協会３月理事会 ONLINE（宿谷） 

３月５日 情報コミュニケーション４団体連絡会 ONLINE（宿谷） 

３月６日 障害者放送通信機構理事会 ONLINE（宿谷） 

３月７日 第７８回 内閣府 障害者政策委員会 ONLINE（宮本せ） 

３月７日 内閣府・総務省要望書提出（宿谷） 

３月８日 「情報アクセシビリティ好事例２０２３」候補製品・サービスの審査（小川） 

３月８日 ＮＴＴソノリティ Ａｕｒａｃａｓｔ普及ヒアリング ONLINE（瀬谷、本山、小倉） 

３月８日 特別賛助会員協力依頼 日本コクレア・日本光電・補聴器工業会（新谷、宿谷） 

３月９日 要約筆記者認定協会試験委員会（宇田川、藤谷） 

３月１１日 令和５年度第２回 DINF運営委員会 ONLINE（小川） 

３月１１日 調査結果のフィードバックを兼ねた、総務省の調査研究に関わるヒアリング（小川） 

３月１２日 ＪＤＦ政策委員会第９回ハイブリッド（瀬谷、南） 

３月１４日 令和５年度中央障害者社会参加推進協議会・部会合同委員会 ONLINE（宿谷） 

３月１５日 障害者等の避難誘導に係る意見交換会 ONLINE（神矢） 

３月１６日 ネパール支援プロジェクト ONLINE（瀬谷、南、宮本忠、小谷野、原） 

３月２２日 ＰＡＬＡＢＲＡ株式会社 事業報告と来年度のヒアリング（小川） 

３月２３日 特別賛助会員協力依頼 補聴器販売店協会（宿谷） 

３月２６日 ＪＤＦ幹事会 ONLINE（小倉） 

３月２７日 日身連 令和５年度第２回定時評議員会 ONLINE（宿谷） 

３月２９日 共用品推進機構オンライン意見交換会 ONLINE（小川） 

３月２９日 第１１回移動等円滑化評価会議 ONLINE（渡部） 

  ４月の予定  

４月９日 ＪＤＦ政策委員会ハイブリッド 

４月１２日 情報コミュニケーション 4 団体連絡会 

４月１２日 第２回遠隔講習 in 琵琶湖病院（ネパール支援プロジェクト）ONLINE 

４月２０日 ネパール支援国際ミーティング ONLINE 

４月２５日 NAA 第 13 回分科会 

 


